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厚生経済学の命題 一般均衡分析 
 
n 厚生経済学の第 1命題 
 
 
 
したがって完全競争市場の均衡下で達成される経済取引は，社会的余剰が最大

になっている． 
 
パレート最適な資源配分が実現されない例 
 
1. 独占市場 
独占市場の場合には，価格と限界費用は乖離． 
Ø 企業は独占利潤を得る（高く売ることが出来る） 
その超過分だけ社会的に価値が損なわれる． 
Ø つまり，限界費用を価格が超過しているので，その超過分だけ他に生産可

能な生産量が失われていることになる． 
  

 



n 厚生損失 
均衡生産量が実現されないとき，	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （Dead Weight Loss, 
Welfare Loss）が発生し，社会的厚生（社会的余剰）は最大化されない． 

Ø  社会的に失なわれた価値のこと． 
完全競争で達成される資源配分と比較すると（資源配分の面で）劣ることにな

る． 
Ø  これが経済学的な意味での非効率！ 

  
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
厚生損失が存在するとき、市場は効率的な資源配分に失敗するという． 

Ø これを単に「市場の失敗」という． 
Ø 市場の失敗とは、何らかの要因によって市場において非効率な資
源配分が生じること（パレート効率的とはならない状況） 

 
²  市場の失敗を引き起こす要因 
 費用逓減 
 外部性 
 公共財 
 情報の不完全性 
 不確実性 

  
（分析）食糧管理法と厚生損失 
 
食糧管理法（1942〜1995） 
戦中・戦後の深刻な食糧難を背景に、流通と価格を統制することで食料の安定

確保を目的に制定。 
Ø 高度成長期以降は、増産効果が現れたことに加え、消費者の嗜好の多様化
などもあり「コメ余り」が深刻化。 

Ø 流通と価格の統制を通じて、農業者の所得補償へと変容。 
  
  
  



①	
 価格統制 
 

 

 
 
②	
 作付制限 
 

 

 



n 一般均衡分析 
部分均衡理論では，他の財の量や価格は所与とされるために複数の市場の依存

関係は分析できない．そこで最低 2 つの財を導入して相互依存的な市場の同時
的な均衡を分析する． 
Ø これにより導出される理論を一般均衡理論と呼ぶ． 
 
一般均衡分析は、多くの場面で用いられる。 
例：課税の影響はさまざまな方面におよぶ 
 企業収益や家計の所得の減少． 
 消費に与える影響． 
 生産に与える影響． 
 雇用に与える影響． 
 国民経済に与える影響．．． 

 
  
厚生経済学の第２命題 
 
 
 
 
 

Ø 財の総量は所与 
Ø 任意のパレート効率的な配分＝契約曲線上の任意の点 
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（復習）消費の理論	


n 定義 
¨ 効用関数  U = u(X1,X2) 

n 個人は第1財（X1）と第2財（X2）の消費から効用を
得る。 

¨ 予算制約式  M = p1X1+p2X2 
n 市場価格 (p1, p2)のもとで、予算制約式に従って消

費する。	


（復習）無差別曲線の導出	
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（復習）無差別曲線の導出	
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限界代替率 
（Marginal Rate of Substitution） 

 

MRS = − △X2 / △X1	


（復習）無差別曲線の導出	
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一般均衡分析〜純粋交換モデル	


n  部分均衡理論では、他の財の量および価
格は所与とされるために、複数の市場間の
依存関係は分析できない。 

n  そこで2人、2財からなるモデルを用いて分
析する。 
Ø 一般均衡理論	


一般均衡分析〜純粋交換モデル	


n  第1財（X1）と第2財（X2）を一定量保有する2人の消費者A、
Bが市場で財を交換する。 

n  定義 
¨ Aの初期保有量 
¨ Bの初期保有量 

¨ 第1財の保有量の合計 
¨ 第2財の保有量の合計 

w A = X1
A,X2

A( )
w B = X1

B,X2
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所与の市場価格 （p1, p2） のもとでどのように配分すればいいのだろう？	


エッジワースのボックスダイアグラム	
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契約曲線＝パレート最適な点の集合	
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契約曲線上の点では　MRSA = MRSB が成立	
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市場均衡とパレート最適	
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X1財市場：超過供給 
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X1財価格：下落 
X2財価格：上昇	


予算線が反時計回りに回転	


市場均衡とパレート最適	
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市場均衡 
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均衡点Eは契約曲線上に	


パレート効率	
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